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3試 験 結 果

東北地方における露地野菜の生産は,冷涼な気象条件を   施肥方法による生育差は,各品種とも根重には概して基
活かす新作型技術の開発を中心に,生育阻害要因を摘出  肥の効果が大きく,基肥 5″ では不足とみられた (昭 54)。
し,その対策などの技術確立をはかることが重要となって  基肥 10″では追肥の増加に伴い根重が高まるが,追肥 5″

1  1ま  し が  き

いる。

ている。

ダイコンは比較的裁培労力を要せず,量産体制を整え易

では発育が劣った。基肥 15″ では追肥 5″ と10″ で根発

秋田県におけるダイコンの栽培は,作付面積 1,800施 ,生   育に差はなかった (両年度 )。 地上部発育も根重とほぼ同
産量 58.400′ ,出荷量 28.500′ となっており,秋 田県の野菜  様な傾向がみられ,基肥量が少ない場合に追肥の効果が大
のなかでも栽培面積が多く,産地は年々規模拡大がなされ  さかった (表 1)。

く,大幅な作付面積の増加が見込まれ,時期的に供給過

剰となることが予想されるため,今後の生産振興を進める
には,生産競合の少ない時期への収穫期の拡大が必要であ

る。

そこで気象的な制約から暖地での生産の少ない夏場は,

秋田県では有利な気象的条件に恵まれており,こ の時期の生

産技術の確立が強く望まれているので,本報では
'月
どう

ダイコンの施肥法について昭和54,55年 の 2カ 年にわたっ

て検討した結果を報告する。

2 試 験 方 法

(1)供試品種 夏みの早生 1号 (昭 54),夏 みの早生 3号
(昭 54,55),耐病総太り (昭 55)
② 試験区 (N,K20施用量切/103,基肥―追肥 )
昭54: ① 5-10,② 5-15,③ 10-5,① 10-10,
⑤ 10-15,⑥ 15-5,① 15-10,③ 20-5
昭55: ① 10-5,② 10-10,③ 10-15,④ 15-5,

⑤ 15-10

追肥は各年次とも本葉 2枚及び6枚時に%量を分施。
リン酸 (土壌改良剤を含む)22ん ,/108,苦土石灰 150

″/103。 供試土壌は沖積埴壌土, pH(H20)572,
CEC 18 4 me。 供試面積 1区 168ノ 2区制。

6)耕種概要
播種期 8月 10日 (昭 54), 8月 4日 (昭 55),栽植距
離 60X30¨  5,555株 /103(昭 54), 70X30C″
4,762株 /103(昭 55)

品

種

区

　

ｍ

生体重 (′″わ
根 径

“

a)

ス入♂
状 況

乾 物
T/R根 茎 葉

昭

５４

　

播

種

後

５４

日

夏
み
の
早
生
１
号

５０

６３

５０

９４

７０

１８

９５

６０

３２

４５

３７

４‐

５６

４‐

４３

４７

59
60
61
58
63
63
62
69

Ⅲ

■

V
Ⅲ

I
Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

0 58

0 77

0 57

0 62

0 81

0 58

0 58

0 62

夏
み
の
早
生
３
号

406

541

320

502

552

534

528

574

58
61
58
60
63
67
61
65

I
Ill

I～ Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ

I～ I
I～ ■

■

1 02

1 22

0 94

0 97

1 06

0 99

091
0 90

昭
５５
　
播
種
後

５６
日

夏
み
の
早
生
３
号

54
57
56
58
58

耐
病
総
太
り

２３

２‐

２３

２３

２４

54
55
55
57
57

10

0

0

10

0

注 × I:無 ,■ :ス入り始め,lI:ス 入り,y:甚
数字はス入り始め以上



-228- 東 北 農 業 研 究 第 29号 (1981)

品質 (ス入り)は耐病総太りが最もスが入りにくく,夏

みの早生 3号は収穫時の乾物 T/Rが 1前後と同 1号の06

～08よ り高くス入りが遅かった (表 1)。

肥大が良く,かつス入りの遅い基肥 15切 施用は, 茎葉

乾物率の時期的変動が少なく (図 1),生育中後期 (播種

後45～ 52日 ,積算温度 1,005～ 1,100℃ ,平均気温 223～

213C)での茎葉のN,K含有率の低下が少なかった (図
2, 3)。
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表 2 養分吸収 (昭 55,播種後 56日 ,夏みの早生 3号 )
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図 3 K含有率の推移 (夏みの早生 3号 )

9月 どり大根の養分吸収量 (り/103)は ,夏みの早生 3

号でN ll～ 12,P2,K10～ 15,C83～ 4,M81(表
2)と ,秋冬ダイコンと大差はなく,従 って夏場の消耗の

激しい時期での9月 どリダイコンでは基肥を十分に施し,

肥沃な土壌状態で生育中後期の茎葉を維持することにより,

根肥大 品質が高まるとみられ,N,K20施 用は 103当
たり基肥 15″ ,追肥 5切 力洒 当とみられた。
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図 : 茎葉乾物率の推移 (夏みの 3号 )
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気象的な制約から,暖地での生産の少ない 9月 どリダイ

コンの栽培法を確立するため,施肥法について,8月初旬

播種で103当 たり基肥N,K205″ , 10り , 15″ ,20″
で検討した結果,基肥を主体とした施肥法によって地上部,

地下部の生育が進み,茎葉乾物率の時期的変動が少なく,

生育中後期にかけての茎葉のN,K合有率の低下も追肥併
用により緩やかで,ス入りの軽減がみられ,根肥大,品質

ともに優れた。

施肥量は103当たりN,K20で基肥 15″ ,追肥 5″程

度が適当なものとみられた。
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図 2 N含 有率の推移 (夏みの 3号 )


